職種：設備管理　　職務：現場監督

【概要】

ビルの中にいる人が快適に活動できるように、受変電設設備機器及び空調、給排水設備等のビルの設備機器の運転・調整が円滑に実施されるように、現場の管理監督を行う仕事である。

【仕事の内容】

建物内の電気設備、空調設備、給排水設備の運転管理が適切に行われているか、進行管理を確認し、与えられた業務が円滑に進むよう管理・統率する。

業務の推進にあたっては、現場への指導・指示及び部門間における業務の調整を適切に行うとともに、不具合点、問題が発生した場合は、すみやかに対応し総合的に適切な判断・改善策をくだす。また、多くの仕事が併行してしかもチームで分担して進められるため、作業計画や人員配置計画の立案も行う。

さらに、設備管理の仕事を束ねる管理・監督職として、職員一人ひとりの個性と能力を引き出すなど、人材が最大限に活用される環境づくりに努める。健康管理や職場の安全確保に心掛けるなど、組織が円滑かつ効果的に運営できるよう努める。
【求められる経験・能力】

（1） 電気あるいは、機械等の知識・技術を身につけていることが求められる。実務経験を積みながら、現場の現場監督になるケースが一般的である。また、ビル施設管理に関する「建築物環境衛生管理技術者」、「ビル設備管理技能士」等の資格を取得すると、一人前の監督者として認められ、有利である。

（2） 現場監督職務は、部下や現場の従業員に指示を行うなど、強力なリーダーシップを発揮して、部下の持つ能力を十分発揮させていく立場にある。このため、仕事上の知識・技能を正確に効率よく教える(伝達する)だけの実務知識とともに、仕事の教え方、人の扱い方など、円滑な対人関係構築能力が求められる。
（3） 不具合点、問題が発生した場合は、すみやかに対応し総合的に適切な判断・改善策をくだす現場責任者となる。電気や機械の知識とともに、故障の原因を突き止めるための推理判断力や、簡単な故障の修理を指示できる技術も求められる。 

（4） 近年のビルの電気・機械設備は、コンピュータによる管理が進んでいる。今後の施設管理者には、従来から必要とされた機械や電気についての知識・技術に加えて、情報システムに関する知識・技能、省エネ対策、環境問題（大気汚染防止法等）を含んだより高度な専門性が求められる。
【関連する資格・検定等】

· ビル設備管理技能士（１級、２級）［厚生労働省、社団法人 全国ビルメンテナンス協会］
· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］
· 建築物清掃管理評価資格者（１級、２級）［社団法人 全国ビルメンテナンス協会］

· 危険物取扱者（甲種、乙種、丙種）［財団法人 消防試験研究センター］
· エネルギー管理士［財団法人 省エネルギーセンター］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

２３１　　会社の管理職員

３８９　　その他の居住施設・ビル等の管理の職業

